
大型ショッピングモールで歯科医官がステージ講演
が
行
な
っ
た
ス
テ
ー
ジ
講
演
を
支
援
し
た
。

港
北
区
）
に
お
い
て
、
自
衛
隊
横
須
賀
病
院
の
歯
科
医
官
（
大
貫
２
海
佐
）

４
日(

日)

、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
ト
レ
ッ
サ
横
浜
」（
横
浜
市

本
講
演
は
、
港
北
歯
科
医
師
会
と
港
北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
共
催
に

よ
る
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

国
際
貢
献
活
動
や
災
害
派
遣
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
同
病
院
の
歯
科
医
官

の
「
災
害
時
こ
そ
口
の
ケ
ア
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
区
民
に
伝
え
た
い
」

の
発
意
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
訪
れ
た
家
族
連
れ
や
歯
科
医
師
会
員
、
と

大
貫
２
海
佐
は
、「
災
害
時
こ
そ
大
切
！
お
口
の
ケ
ア
か
ら
全
身
管
理
ま

で
」
と
題
し
て
講
演
し
、「
予
防
が
大
事
、
災
害
時
の
健
康
管
理
に
直
結
し

ま
す
」「
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
に
は
歯
医
者
さ
ん
が
い
ま
す
。
災
害
時
に
は

皆
さ
ん
を
助
け
る
た
め
に
歯
科
治
療
室
の
あ
る
艦
艇
が
駆
け
つ
け
ま
す
」

「
歯
医
者
さ
ん
と
し
て
南
極
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
海
上
自
衛
隊
の

歯
医
者
さ
ん
だ
け
で
す
」
な
ど
、
集
ま
っ
た
子
供
た
ち
に
も
分
か
り
や
す

く
笑
顔
と
優
し
い
口
調
で
語
り
か
け
て
い
た
。

講
演
修
了
後
、
聴
講
し
た
歯
科
医
師
や
子
供
た
ち
か
ら
は
、「
区
民
の
た

め
に
今
後
も
自
衛
隊
の
歯
科
医
官
の
方
と
協
力
し
て
い
き
た
い
」「
災
害
時

横
浜
出
張
所
は
、「
今
後
も
、
自
衛
隊
の
活
動
を
発
信
す
る
機
会
を
作
為

者
さ
ん
に
な
り
た
い
」
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

の
自
衛
隊
と
の
関
わ
り
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」「
将
来
は
、
自
衛
隊
の
歯
医

し
、
防
衛
基
盤
の
育
成
に
努
め
た
い
」
と
し
て
い
る
。

歯
科
技
工
士
会
員
な
ど
約
４
０
０
人
が
聴
講
し
た
。

大貫２海佐の講演に

地本マスコットキャラクター

首都圏任期制隊員援護協力企業代表者等の部隊研修を支援

こ
の
部
隊
研
修
は
、
東
部
方
面
総
監
部
の
依
頼
を
受
け
、
東
京
、
埼
玉
、

援
護
協
力
企
業
代
表
者
等
の
部
隊
研
修
を
支
援
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
浜
出
張
所(

所
長　

服
部
３
陸
佐)

は
、
６
月

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

１
等
海
佐　

松
田
辰
雄
）
は
、

６
月
１
６
日
（
金
）、
任
期
制
隊
員
就
職
援
護
民
間
委
託
会
社
が
招
へ
い
す
る

千
葉
及
び
神
奈
川
の
各
地
方
協
力
本
部
が
毎
年
持
ち
回
り
で
担
任
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
度
は
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
が
担
任
し
、
海
上
自
衛
隊
横
須

賀
基
地
の
研
修
を
行
な
っ
た
。

当
日
は
、
企
業
１
９
社
３
５
名
が
参
加
し
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総

監
部
、
潜
水
医
学
実
験
隊
及
び
試
験
艦
「
あ
す
か
」
の
協
力
を
得
て
、
各
施

設
を
研
修
す
る
と
と
も
に
、
隊
員
食
堂
で
の
体
験
喫
食
や
厚
生
セ
ン
タ
ー
資

潜
水
医
学
実
験
隊
の
研
修
で
は
、
潜
水
艦
乗
員
や
海
中
で
の
作
業
を
行
う

潜
水
員
の
厳
し
い
任
務
や
訓
練
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
ま
た
昼
食
は
基

地
内
の
隊
員
食
堂
で
海
上
自
衛
隊
の
金
曜
カ
レ
ー
を
体
験
喫
食
し
た
。
午
後

は
、
梅
雨
晴
れ
の
眩
し
い
日
差
し
を
背
に
、
試
験
艦
「
あ
す
か
」
に
乗
艦
し
、

主
要
装
備
の
試
験
に
携
わ
る
同
艦
の
任
務
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

研
修
中
は
様
々
な
質
問
が
飛
び
交
う
な
ど
、
参
加
者
た
ち
は
本
研
修
を
通

じ
て
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
任
期
制
自
衛
官
の
再
就
職
受
け
入
れ
に
対
す

る
認
識
を
更
に
深
め
た
様
子
で
あ
っ
た
。

神
奈
川
地
本
は
、「
援
護
協
力
企
業
と
の
連
携
強
化
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
活
用
し
て
今
後
も
継
続
的
に
部
隊
研
修
を
支
援
し
て
い
く
」
と
し
て
い

る
。

料
室
を
見
学
し
た
。

試験艦「あすか」艦上

試験艦「あすか」の説明

聴き入る来場者

囲んでイベント参加者と
大貫２海佐

「援護協力企業との関係を強化」


